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カラービデオカメラ

J取扱説明書
（日本語は日本国内製品の説明です。）

お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の
取り扱いかたを示しています。この取扱説明書をよくお読みのう
え、製品を安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管して
ください。

警告

EVI-D30
EVI-D31 （ヨーロッパモデル)
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事故を防ぐために次のことを必ずお守りくださ
い。

･ 安全のための注意事項を守る
･ 定期的に点検する
1年に1度は、ACパワーアダプタ－とコンセ
ントとの間にほこりがたまっていないか、故
障したまま使用していないか、などを点検し
てください。

･ 故障したら使わない
･ 万一、異常が起きたら

警告

警告表示の意味
この取扱説明書では、次のような表示をし
ています。表示の内容をよく理解してから
本文をお読みください。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電・破裂
などにより死亡や大けがな
どの人身事故が生じます。
この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電などに
より死亡や大けがなど人身
事故の原因となります。
この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意

警告

感電

注意を促す
記号

行為を禁止
する記号

行為を指示
する記号

強制火災

変な音やに
おい、煙が
出た場合は

1 電源を切る
2 ACパワーアダプ
タ－をコンセント
から抜く

3 お買い上げ店に修
理を依頼する

内部に水や異物をいれない
水や異物を入れると火災の原因となります。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに本体
の電源スイッチを切り、ACパワーアダプ
ターをコンセントから抜き、お買い上げ店に
ご相談ください。

ACパワーアダプターの上に布など
をかぶせない
熱がこもってケ－スが変形したり、火災の原
因となることがあります。

油煙、湯気、湿気、ほこりの多い場
所には置かない、火気に近づけない
上記のような場所に置くと、火災や感電の原
因となります。特に雨の日の窓際や屋外、風
呂場のようなところへは置かないようにして
ください。

直射日光に当たる場所、熱器具の近
くには置かない
変形したり、故障したりするだけでなく、レ
ンズの特性により火災の原因となります。特
に窓際に置くときなどはご注意ください。

警告 下記の注意を守らな

いと、火災・感電に
より死亡や大けが
の原因となります。

安全のために

感電火災

危険

禁止 分解禁止
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設置は確実に行う
壁面や天井などへの設置は、本体
と取り付け金具を含む重量に充分
耐えられる強度があることをお確
かめください。充分な強度がない
と、落下して大けがの原因となり
ます。また、1年に1度は、取付が
ゆるんでいないことを点検してく
ださい。

本機（EVI-D30）は国内専用です
必ず家庭用電源と付属のACパワーアダプター
をご使用ください。車の中のDC電源や海外な
どで、異なる電源電圧で使用すると火災・感電
の原因になります。

強制

内部を開けない
感電の原因となることがあります。
内部の点検や修理はお買い上げ店にご依頼くだ
さい。

ぬれた手でACパワーアダプターにさ
わらない
感電の原因となることがあります。

注意 下記の注意を守らな

いと、けがをした
り周辺の家財に損
害を与えたりするこ
とがあります。

接触禁止

プラグをコン
セントから抜く

感電

分解禁止

J

お手入れの際、ACパワーアダプター
を抜く
ACパワーアダプターを差し込んだままお手
入れをすると、感電の原因になることがあり
ます。

長時間使わないときは、ACパワーア
ダプタ－を抜く

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところ、激しい振動
のあるところなどに置くと、製品が落ちてけが
の原因となることがあります。万一、落とした
り破損した場合は、お買い上げ店にご相談くだ
さい。

本機の移動について
本機を動かす場合、人や物を傷つけないように
ご注意ください。
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電池についての安全上のご注意
漏液、発熱、発火、破裂、誤飲などを避ける
ため、下記のことを必ずお守りください。

• 火の中に入れない。ショートさせたり、分
解・加熱しない。コインやヘヤーピンなどの
金属類と一緒に携帯、保管するとショートす
ることがあります。

• 充電式ボタン型電池は、火のそばや炎天下な
どで充電したり、放置しない。

• 充電式ボタン型電池は幼児の手の届かないと
ころに置く。万一飲み込んだ場合は、ただち
に医師に相談してください。

• 火の中に入れない。ショートさせたり、分
解、加熱しない。

• 乾電池は充電しない。
• 指定された種類の電池を使用する。

• ＋ と － の向きを正しく入れる。
• 電池を使い切ったとき、長時間使用しないと
きは、取り出しておく。

• 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池
を混ぜて使わない。

もし電池の液が漏れたときは、電池入れの液
をよくふきとってから、新しい電池を入れて
ください。万一、液が身体についたときは、
水でよく洗い流してください。

危険

警告

注意
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アフターサービスについて ................. 27
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主な特長

• 38万画素（有効画素数）CCDの採用で、高

解像度の撮影が可能です。

• 高速パン・チルト機能に加えて、AT（自動

追尾）機能、MD（動体検出）機能の搭載によ

り、多目的に使えます。

• VISCAにより、パソコンからのコントロー

ルが可能です。

• カメラの向きや状態を6種類まで記憶できま

す。

• 多機能リモコンを付属しています。
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準備

接続する

電源をつなぎ、AV入力端子付きのパーソナル
コンピュータやAV機器などへ接続します。機
器によっては、変換ケーブルなどが必要となり
ます。接続する機器の取扱説明書も併せてご覧
ください。

VIDEO OUT
（黄）端子へ

S VIDEO OUT端子へ

MIC端子
（ミニジャック）へ

AUDIO OUT
（黒）端子へ

VISCA IN端子へ

AV接続ケーブル
（付属）

S映像ケーブル
（別売り）

VISCAケーブル（別売り）*

音声入力
（黒）端子へ

映像入力
（黄）端子へ

S映像入力端子へ

AV入力端子付きパソ
コン、テレビ、ビデオ
デッキなど

マイク（別売り）

RS-232C端子へ

VISCA OUT端子へ 他のEVI-D30の
VISCA IN端子へ
（複数のカメラを接
続する場合）

＊VISCAケーブルを接続すると、付属のリモコンのかわりにパソコンでも操作できます。

DC IN 13.5V端子へ

ACパワー
アダプター
（付属）

家庭用電源
コンセントへ
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お手持ちのパーソナルコンピュー
ターやAV機器にS映像入力端子があ
るときは
別売りのS映像ケーブルを使って本機のS
VIDEO OUT端子と接続することもできま
す。

ご注意
• 映像入力端子またはS映像入力端子が付いていない

パーソナルコンピュータには接続できません。ビ

デオキャプチャーボードやサウンドボ－ド、ソフ

トウェアーを別途にご用意いただかないと使用で

きない機種もありますのでご注意ください。くわ

しくは、お手持ちのコンピュ－タ－のメ－カ－や

販売店へおたずねください。

• この製品には、付属のACパワーアダプター（極性

統一形プラグ・EIAJ規格）をご使用ください。上記

以外のACパワーアダプターを使用すると、故障の

原因になることがあります。

• 持ち運ぶときは、カメラヘッド部を持たないでく

ださい。

• カメラヘッド部をパン方向、チルト方向に手で回

さないでください。故障の原因となります。

固定するときは、付属のマジックテープを使い
ます。

設置する
本体は平らなところに置きます。

極性統一形プラグ

複数のカメラをリモコンで操作するときは
本体裏面のCAMERA NO.スイッチを、カメ
ラごとに違う番号を振り分けて設定します。
（11ページ参照）

CAMERA NO.

1 2 3
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電源を入れる 時計を合わせる

1 本体裏面のPOWERスイッチを
ONにする。

POWERランプが点灯します。

本体のPOWERスイッチがONのとき、
リモコンのPOWERボタンでもカメラの
電源の入／切ができます。

電源を入れるとカメラは自動的に、いっ
たん向かって右下を向いてから正面を向
き、カメラの位置を初期状態にします。
（パン・チルトリセット動作）

2 その他の周辺機器の電源を入れ
る。

本体のボタンで操作します。

1 DATEボタンとTIMEボタンを
同時に約2秒間押し続け、「月、
日」が表示され、続いて「年」が点
滅を始めたら手を離す。

2 DATEボタンを繰り返し押し
て、「年」の数字を選ぶ。

3 TIMEボタンを押して「年」の数字
を決定する。

TIMEDATE

TIMEDATE

点灯

リモコンの電池を入れる

単3形2本（別売り）

1996 1 1

1996 1 1
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4 手順2、3と同じ操作で「月」、
「日」、「時」、「分」を順に合わせ
る。

「分」合わせのとき、TIMEボタンを押し
た時点で時計が動き始めます。

時計を表示するには
時刻と年月日を各々別々に表示できます。
時刻を表示するには、TIMEボタンを押します。
年月日を表示するには、DATEボタンを押し
ます。
時計表示を消すには、それぞれのボタンをもう
一度押します。

ご注意
本体のPOWERスイッチをOFFにすると、時計は初

期状態に戻ります。電源を切っても時計を保持させた

い場合は、カメラヘッド部裏面のBACKUPスイッチ

をONにします。（「バックアップについて」（25ペー

ジ）参照）

3:15:01  PM
1996 7  4
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基本操作

パン・チルトする

1 POWERボタンを押す。

電源が入って、カメラは自動的にパン・
チルトリセット動作をします。

2 矢印ボタンを押してパン・チル
トする。

画面を見ながら、見たい方向の矢印ボタ
ンを押します。

細かく動かすには、短く押します。

大きく動かすには、長く押し続けます。

斜めに動かすには、矢印ボタン（　　ま

たは　　）を押しながら矢印ボタン（　 ま

たは　 ）を押します。

カメラの向きを正面に戻すには
HOMEボタンを押します。

カメラの向きを手で動かしてしまったら
PAN-TILT RESETボタンを押してパン・チル
ト位置をリセットします。
カメラが記憶しているパン・チルト位置と、実
際のパン・チルト位置のずれがなくなり、正常
に動作するようになります。

カメラの動きと見たい方向の矢印ボタンが
違うときは
通常、矢印ボタン（　 ）を押すとカメラは右方

向に動くよう設定されています。画面を見な

がらカメラの向きを変えるときなど、カメラ

の動きを左右逆にしたい場合は、L/R

DIRECTION SETボタンを押しながらREV

ボタンを押します。もとの設定に戻すとき

は、 L/R DIRECTION SETボタンを押しな

がらSTDボタンを押します。

ご注意
上記の設定はリモコンの発信信号を変えているだけ

で、カメラ本体の設定を変えているのではありませ

ん。複数のリモコンを使うときは、リモコンごとに設

定してください。

レンズ横のランプが赤く点滅したら
カメラのマイコンがカメラのパン・チルト位置
を正しく記憶していないことがあります。
PAN-TILT RESETボタンを押してパン・チル
ト位置をリセットします。

点滅

矢印ボタン カメラの動き 設定方法

　

L/R     
DIRECTION SET

押しながら

押す

STD

1

L/R     
DIRECTION SET

押しながら

押す

REV

2

1

2
STD

REV

HOME

PAN-TILT
RESET

L/R DIRECTION
SET

1

AUTO

2

3

CAMERA S
ELE

CT

ON/O
FF

FA
R

ENTR
Y

OFF
SET

FO
CUS

POW
ER

BACK LI
GHT

CHASEAT

M
D

NEAR

MENU

HOM
E

CURSOR

L/R
    

 

DIRECTIO
N SET

PAN-TI
LT

RESET

AUTO
 ZO

OM

AE
ON/O

FF

MANUAL

DETE
CT

FR
AME

PRESET

RESET

POSITI
ON

PAN-TI
LT

/C
URSOR

SLO
W·ZO

OM·FA
ST

T

T
W

W

DATA
 SCREEN

STD

REV
1

2
3

4
5

6

STA
RT/S

TO
P FR

AME DISPLA
Y

CAMERA SELECT
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カメラを調節する

ピントを合わせるには
自動でピントを調節するには
AUTOボタンを押します。
自動的に画面中央部の被写体にピントが合いま
す。

手動でピントを調節するには
MANUALボタンを押してから、FARボタン
またはNEARボタンで調節します。

逆光を補正するには
被写体の背後に光源があり、被写体が暗く映る
場合などBACK LIGHTボタンを押します。
解除するには、もう一度BACK LIGHTボタン
を押します。

リモコンの操作範囲について
図の範囲内でリモコンを本体のリモコン受光部
に向けて操作してください。

30°

30°

60°

7m

60°

複数のカメラをリモコンで操作するときは
操作するカメラの裏面にあるCAMERA NO.
スイッチ設定と、同じ番号のCAMERA
SELECTボタンを押します。
その他のボタンを押すたびに、押した
CAMERA SELECTボタンが点灯します。

リモコン受光部

1AUTO 2 3
CAEMRA SELECT

ON/OFFFAR ENTRYOFFSET

FOCUS

CHASE

AT

MD

NEAR AUTO ZOOMAE

ON/OFFMANUAL DETECTFRAME

DATA SCREEN

STD REV

1 2 3

START/STOP FRAME DISPLAY

L/R     
DIRECTION SET

SLOW·ZOOM·FAST

T T

W W

すばやく
ズームする
（FAST側）

被写体が大
きくなる
（望遠：
Telephoto）

被写体が小
さくなる（広
角：Wide）

ゆっくり
ズームする
（SLOW側）

ズームするには
ZOOMボタンを押します。

AUTO

FAR

NEAR

BACK LIGHT

ZOOM

MANUAL

1

AUTO

2

3

CAMERA S
ELE

CT

ON/O
FF

FA
R

ENTR
Y

OFF
SET

FO
CUS

POW
ER

BACK LI
GHT

CHASEAT

M
D

NEAR

MENU

HOM
E

CURSOR

L/R
    

 

DIRECTIO
N SET

PAN-TI
LT

RESET

AUTO
 ZO

OM

AE
ON/O

FF

MANUAL

DETE
CT

FR
AME

PRESET

RESET

POSITI
ON

PAN-TI
LT

/C
URSOR

SLO
W·ZO

OM·FA
ST

T

T
W

W

DATA
 SCREEN

STD

REV
1

2
3

4
5

6

STA
RT/S

TO
P FR

AME DISPLA
Y

近くの被写体にピント
を合わせる

遠くの被写体にピント
を合わせる
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カメラの状態を記憶
させる
プリセット機能

カメラの向きや、ズーム、ピント調節、逆光補
正の入／切などを6種類まで記憶できます。

1 PAN-TILT RESETボタンを押
してパン・チルト位置をリセッ
トする。

2 カメラの向き、ズーム、ピン
ト、逆光補正を調節する。
（11ページ参照）

3 PRESETボタンを押しながら、
POSITION 1～6ボタンの中か
ら1つ選んで押す。

1

2

2

3 POSITION1~6

3 PRESET

RESET

1

AUTO

2

3

CAMERA S
ELE

CT

ON/O
FF

FA
R

ENTR
Y

OFF
SET

FO
CUS

POW
ER

BACK LI
GHT

CHASEAT

M
D

NEAR

MENU

HOM
E

CURSOR

L/R
    

 

DIRECTIO
N SET

PAN-TI
LT

RESET

AUTO
 ZO

OM

AE
ON/O

FF

MANUAL

DETE
CT

FR
AME

PRESET

RESET

POSITI
ON

PAN-TI
LT

/C
URSOR

SLO
W·ZO

OM·FA
ST

T

T
W

W

DATA
 SCREEN

STD

REV
1

2
3

4
5

6

STA
RT/S

TO
P FR

AME DISPLA
Y

MENU

PRESET RESET

POSITION

PAN-TILT/CURSOR

STD REV

1 2 3

4 5 6
設定したい
ボタンを押す

押しながら
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記憶させた状態にするには
POSITION 1～6ボタンの中から1つ選んで押
します。

記憶を消すには
RESETボタンを押しながら、 POSITION 1
～6ボタンの中から消したいボタンを選んで押
します。

ご注意
• プリセットするときは、必ずパン・チルト位置を

リセットしてから記憶させてください。カメラの

パン・チルト位置がずれた状態で記憶させると、

正しい位置が記憶されません。

• プリセットした情報は、本体の電源を切るまで記

憶されています。電源を切っても記憶を残したい

場合は、カメラヘッド部裏面のBACKUPスイッチ

をONにします。（「バックアップについて」（25

ページ）参照）

押しながら
MENU

PRESET RESET

POSITION

PAN-TILT/CURSOR

STD REV

1 2 3

4 5 6
消したいボタ
ンを押す
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認識しにくい例

3 START/STOPボタンを押して
AT機能を働かせる。

被写体を動かして、フレームが被写体を
追うのを確認します。

フレームが被写体を追ったときは、手順
4に進みます。

フレームが被写体を追わなかったとき
は、被写体の色や輝度（明るさ）が正常に
なるように照明や被写体の向きなどを調
節して、フレームが被写体を追うように
なるまで手順3をくり返します。それで
も追わないときは、「被写体を認識でき
ない／見失うときは」（17ページ）をご覧
ください。

4 CHASEボタンを繰り返し押し
てCHASEモードを選ぶ。

押すごとに次のように変わります。

CHASE 1 → CHASE 2 → CHASE 3

応用操作

自動追尾する
AT (Auto target Tracking)機能

ある特定の色や明るさの被写体を記憶させて、
その被写体をカメラが自動的に追うようにしま
す。

1 AT ON/OFFボタンを押してAT
設定モードにする。

フレームと設定値が表示されます。

2 フレーム内に被写体が入るよ
う、矢印ボタンを押してパン・
チルトする。

2

3 START/STOP4 CHASE

1 AT ON/OFF

DATA SCREEN

FRAME DISPLAY

AE
AUTO ZOOM

1

AUTO

2

3

CAMERA S
ELE

CT

ON/O
FF

FA
R

ENTR
Y

OFF
SET

FO
CUS

POW
ER

BACK LI
GHT

CHASEAT

M
D

NEAR

MENU

HOM
E

CURSOR

L/R
    

 

DIRECTIO
N SET

PAN-TI
LT

RESET

AUTO
 ZO

OM

AE
ON/O

FF

MANUAL

DETE
CT

FR
AME

PRESET

RESET

POSITI
ON

PAN-TI
LT

/C
URSOR

SLO
W·ZO

OM·FA
ST

T

T
W

W

DATA
 SCREEN

STD

REV
1

2
3

4
5

6

STA
RT/S

TO
P FR

AME DISPLA
Y

→

被写体の
明るさと
色が均一
になる部
分をフ
レーム内
に入れる。

この数値が
大きいほど
カメラが被
写体を認識
しやすくな
ります。

CHASE 1

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY1

32
SETTING

フレーム

CHASE 1

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY1

51
SETTING

CHASE 2

AT MODE
WORKING NOW

CHASE 1

AT MODE
WORKING NOW

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY1

17
SETTING 背景など、違っ

た明るさと色が
フレーム内には
いると認識でき
ないことがあり
ます。
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画面中央の被写体の明るさを一定にするに
は（自動逆光補正機能）
手順2のあとで、AEボタンを押します。

解除するには、もう一度AEボタンを押しま
す。

ご注意
AEボタンは必ず手順3の前に押してください。

START/STOPボタンを押したあとではこの機能は

働きません。

記憶させた被写体の大きさを一定にするに
は
手順2のあとで、AUTO ZOOMボタンを押し
ます。
解除するには、もう一度AUTO ZOOMボタン
を押します。

AT機能を止めるには
START/STOPボタンを押します。
記憶させた被写体の情報は消えます。
さらにAT設定モードを解除するには、 AT
ON/OFFボタンを押します。

レンズ横のランプが点灯したら
カメラが記憶させた被写体を見失っています。
被写体が画面内に入るよう、矢印ボタンを押し
てパン・チルトするか、もう一度被写体を記憶
させ直します。

次のページへ続く

モード

CHASE 1

CHASE 2

CHASE 3

追尾方法

パン・チルトせず
（カメラは動かな
い）、画面内でフ
レームが被写体を追
います。

パン・チルトしなが
らフレームが被写体
を追う。このとき被
写体は常に画面中央
＊になります。

はじめは CHASE
1の追尾方法で、被
写体が画面からはず
れそうになるとパ
ン・チルトして被写
体を画面中央＊にし
ます。

用途

被写体を認識
できているか
の確認用。

通 常 の 追 尾
モード。

カメラの動き
をできるだけ
抑えたいとき
の 追 尾 モ ー
ド。（例：画
像伝送を行う
ときなど）

＊被写体の位置は画面中央以外にも設定することが

できます。（「フレームの位置を設定するには」（16

ページ）をご覧ください。）

フレームがくり返し画面いっぱいに広がっ
たら
被写体を認識できていません。START/STOP
ボタンを押し、手順2からやり直します。
それでも認識できないときは、「被写体を認識
できない／見失うときは」（17ページ）をご覧
ください。

設定値やフレームを消すには
カメラの映像を録画するとき、画面上に設定値
やフレームが表示されていると、映像と一緒に
録画されます。
設定値を消すには、DATA SCREENボタンを
押します。
フレームを消すには、FRAME DISPLAYボ
タンを押します。

ご注意
一度設定値を消すと、次にDATA SCREENボタンを

押すまで設定値は表示されません。ただし、電源を入

れ直したあと、初めてAT設定モードにしたときは自

動的に表示されます。

点灯

CHASE 1
AT    AE

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY1

51
SETTING
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2 OFF SETボタンを押してATフ
レーム位置設定モードにする。

3 矢印ボタンを押してフレーム位
置を選ぶ。

4 OFF SETボタンを押して、フ
レーム位置を設定する。

フレーム位置の設定が終わったら、「自
動追尾する」の手順2に戻ります。

より細かい設定をするには

フレームの位置を設定するには
通常フレームは画面中央に現れますが、中央以
外の位置に設定することができます。
（CHASE 1のときは画面内でフレームが被写
体を追います。）

自動追尾する（つづき）

3

1 2,41

AUTO

2

3

CAMERA S
ELE

CT

ON/O
FF

FA
R

ENTR
Y

OFF
SET

FO
CUS

POW
ER

BACK LI
GHT

CHASEAT

M
D

NEAR

MENU

HOM
E

CURSOR

L/R
    

 

DIRECTIO
N SET

PAN-TI
LT

RESET

AUTO
 ZO

OM

AE
ON/O

FF

MANUAL

DETE
CT

FR
AME

PRESET

RESET

POSITI
ON

PAN-TI
LT

/C
URSOR

SLO
W·ZO

OM·FA
ST

T

T
W

W

DATA
 SCREEN

STD

REV
1

2
3

4
5

6

STA
RT/S

TO
P FR

AME DISPLA
Y

1 AT ON/OFFボタンを押してAT
設定モードにする。

フレームと設定値が表示されます。設定
値が表示されないときは、D A T A
SCREENボタンを押して表示させま
す。

フレーム

CHASE 1

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY1

32
SETTING

CHASE 1

AT MODE FRAME DRIVE
ENTRY1

32
SETTING

CHASE 1

AT MODE FRAME DRIVE
ENTRY1

30
SETTING

CHASE 1

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY1

30
SETTING
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2 ENTRYボタンを繰り返し押し
てENTRYモードを選ぶ。

押すごとに次のように変わります。

ENTRY 1 → ENTRY 2 →ENTRY 3
↑ ↓

ENTRY 4

3 矢印ボタンを押し被写体をフ
レーム内に入れて、記憶させる。

ENTRYモードによって、以下のように
記憶させてください。

ENTRY 2：被写体の中で色や輝度があ
る程度均一な部分をフレーム内に入れ
る。

ENTRY 3：被写体がフレームから少し
はみ出すくらいにする。

ENTRY 4：被写体がフレームからはみ
出さない範囲で最大の大きさになるよう
にして、背景がフレームの外にくるよう
にする。

4 START/STOPボタンを押して
AT機能を働かせる。

被写体を動かして、フレームが被写体を
追うのを確認します。

次のページへ続く

被写体を認識できない／見失うとき
は
被写体の性質や状態によって、カメラがなかな
か被写体を認識できないことがあります。
14、15ページの手順をくり返してもAT機能
がうまく働かないときは、状況に応じて
ENTRYモードを設定してください。
通常はENTRY 1にしてお使いください。

こんなとき

被写体の色が薄くて認識できない。

被写体と近くにある似た色のものを
間違いやすい。（フレームが被写体
から似た色のものに移ってしまう）

被写体と背景の壁や天井を間違いや
すい（フレームが被写体から背景に
移ってしまう）

被写体の照明に対する向きが変わる
ことによって、被写体自身の明るさ
が変わると、見失ってしまう。

ENTRY
モード

ENTRY 2

ENTRY 2

ENTRY 4

ENTRY 3

3

1
2

4

1

AUTO

2

3

CAMERA S
ELE

CT

ON/O
FF

FA
R

ENTR
Y

OFF
SET

FO
CUS

POW
ER

BACK LI
GHT

CHASEAT

M
D

NEAR

MENU

HOM
E

CURSOR

L/R
    

 

DIRECTIO
N SET

PAN-TI
LT

RESET

AUTO
 ZO

OM

AE
ON/O

FF

MANUAL

DETE
CT

FR
AME

PRESET

RESET

POSITI
ON

PAN-TI
LT

/C
URSOR

SLO
W·ZO

OM·FA
ST

T

T
W

W

DATA
 SCREEN

STD

REV
1

2
3

4
5

6

STA
RT/S

TO
P FR

AME DISPLA
Y

1 AT ON/OFFボタンを押してAT
設定モードにする。

フレームと設定値が表示されます。設定
値が表示されないときは、D A T A
SCREENボタンを押して表示させま
す。

CHASE 1

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY4

52
SETTING

CHASE 1

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY1

32
SETTING

フレーム
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画面の変化を検出する
MD (Motion Detector)機能

固定したカメラの画面に変化があった場合、そ
の変化を検出します。変化を検出すると画面上
にフレームが現れ変化部分を示し、レンズ横の
ランプが赤く点灯します。（VISCA IN端子か
らは検出信号も出力されます。）
変化を検出する範囲（検出枠）は、位置と大きさ
を自由に設定できる2つのフレーム（FRAME 1
およびFRAME 2）で指定することができま
す。

1 MD ON/OFFボタンを押して
MD設定モードする。

フレームと設定値が表示されます。

3,4

5
2,3,4

6 START/STOP

1 MD ON/OFF

DATA SCREEN

FRAME DISPLAY
1

AUTO

2

3

CAMERA S
ELE

CT

ON/O
FF

FA
R

ENTR
Y

OFF
SET

FO
CUS

POW
ER

BACK LI
GHT

CHASEAT

M
D

NEAR

MENU

HOM
E

CURSOR

L/R
    

 

DIRECTIO
N SET

PAN-TI
LT

RESET

AUTO
 ZO

OM

AE
ON/O

FF

MANUAL

DETE
CT

FR
AME

PRESET

RESET

POSITI
ON

PAN-TI
LT

/C
URSOR

SLO
W·ZO

OM·FA
ST

T

T
W

W

DATA
 SCREEN

STD

REV
1

2
3

4
5

6

STA
RT/S

TO
P FR

AME DISPLA
Y

ENTRY 3を選んだ場合、 START/STOPボ
タンを押してから約5秒間フレームが点滅する
ので、その間に被写体の角度をいろいろ変え
て、被写体の様々な明るさを記憶させてくださ
い。

ご注意
• ENTRY 2 とENTRY 4は、認識する色や輝度を

絞っているため、 ENTRY 1で充分認識できる被

写体の場合は、かえって認識しにくくなることが

あります。

• ENTRYモードを変更しても、被写体の性質によっ

ては、どうしても認識しにくいものがあります。

そのときは、被写体を鮮やかな色のものにした

り、背景と異なる色のものにしたり、照明を変え

たりしてください。

• 被写体の大きさや色、明るさなどによっては、あ

らゆる設定をしても、AT機能が働かない場合があ

ります。

自動追尾する（つづき）

FRAME 1

MD MODE P-T DRIVE
SELECT FRAME
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押すごとに次のように変わります。

FRAME 1 → FRAME 2 → F 1 & F 2＊

＊FRAME 1、 FRAME 2のどちらか一方で

も変化を検出すると、レンズ横のランプが赤

く点灯します。

6 START/STOPボタンを押して
MD機能を働かせる。

設定値やフレームを消すには
カメラの映像を録画するとき、画面上に設定値
やフレームが表示されていると、映像と一緒に
録画されます。
設定値を消すには、DATA SCREENボタンを
押す。
フレームを消すには、FRAME DISPLAYボ
タンを押す。

MD機能を止めるには
START/STOPボタンを押します。
さらにMD機能を解除するには、MD ON/
OFFボタンを押します。

ご注意
設定したフレームは電源を切るまで記憶されます。

電源を切っても記憶を残したい場合は、カメラヘッド

部裏面のBACKUPスイッチをONにします。（「バッ

クアップについて」（25ページ）参照）

次のページへ続く

2 FRAMEボタンを押し検出枠設
定モードにする。

3 FRAME 1の位置と大きさを設
定する。

q 矢印ボタンを押してFRAME 1の位置
を決め、FRAMEボタンを押す。

w 矢印ボタンを押してFRAME 1の大き
さを決め、FRAMEボタンを押す。

FRAME 1の検出枠設定が終わり、
FRAME 2の設定モードになります。

FRAME 2の設定をしないときは、手順
5に進みます。

4 手順3と同じ操作でFRAME 2
の位置と大きさを設定する。

5 DETECTボタンを繰り返し押し
て、使用する検出枠を選ぶ。

→

FRAME 1

MD MODE
WORKING NOW

FRAME 1

MD MODE FRAME DRIVE
SET FRAME

FRAME 1

MD MODE FRAME DRIVE
SET FRAME

FRAME 1

MD MODE FRAME DRIVE
SET FRAME

F1&F2

MD MODE FRAME DRIVE
SET FRAME
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1 MD ON/OFFボタンを押して
MD設定モードする。

フレームと設定値が表示されます。設定
値が表示されないときは、D A T A
SCREENボタンを押して表示させま
す。

2 START/STOPボタンを押して
検出を始める。

3 MENUボタンを押しMD検出調
整モードにする。

1

AUTO

2

3

CAMERA S
ELE

CT

ON/O
FF

FA
R

ENTR
Y

OFF
SET

FO
CUS

POW
ER

BACK LI
GHT

CHASEAT

M
D

NEAR

MENU

HOM
E

CURSOR

L/R
    

 

DIRECTIO
N SET

PAN-TI
LT

RESET

AUTO
 ZO

OM

AE
ON/O

FF

MANUAL

DETE
CT

FR
AME

PRESET

RESET

POSITI
ON

PAN-TI
LT

/C
URSOR

SLO
W·ZO

OM·FA
ST

T

T
W

W

DATA
 SCREEN

STD

REV
1

2
3

4
5

6

STA
RT/S

TO
P FR

AME DISPLA
Y

4,5

4,5

5
1

2 START/STOP

3,6 MENU

撮影条件

外光の影響を受
け、時間とともに
光源が変化する場
所

• 外光の影響を受
け、時間ととも
に光量が変化す
る場所

• 急激な変化のみ
検出したいとき

• 外光の入らない
窓のない室内
で、光源の明る
さなどが変化し
ない場所

• 一度記憶させた
基準画面と少し
でも違うと、変
化として検出し
たいとき

更新のしかた

一定時間（工場出
荷時：約0.1秒）
が経過すると更
新する。

画面に変化がな
いときに、一定
時間が経過する
と更新する。
変化を検出して
いると更新しな
い。

更新しない。

基準画面
更新モード

MODE 1

MODE 2

MODE 3

より細かい設定をするには
MD機能では、カメラがある時点の状態を「基
準画面」として記憶し、その基準画面と現在の
画面を比べることによって変化の有無を検出し
ます。 基準画面は、工場出荷時、一定時間が
経つと更新するようになっていますが、撮影場
所の状況によって、更新しないようにしたり、
更新のしかたを変えることができます。
また、色や明るさなど、どの点（パラメータ）の
変化を検出するかの設定も変えることができま
す。

画面の変化を検出する（つづき）

FRAME 1

MD MODE P-T DRIVE
SELECT FRAME

MD ADJUST MODE

MODE
BRIGHT
HUE
SIZE
REFRESH
DISPLAY

1
2

15
0
1
3
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パラメータ

BRIGHT＊1

（検出輝度レ
ベル）

HUE＊2

（検出色相レ
ベル）

SIZE＊3

（検出面積レ
ベル）

REFRESH＊4

（基準画面更新
周期レベル）

DISPLAY
（信号出力持続
時間レベル）

設定範囲

0～14、
15（検出な
し）

0（5˚）～
14（75˚）、
15（検出な
し）

0（約0.3％）
～
15（約20
％）

0（0.07秒）
～
15（60分）

0（0.07秒）
～
14（30分）、
15（連続）

内容／設定のヒント

明るさの変化を画面の
変化として検出するレ
ベルを決める。
数字が小さいほど検出
感度が高くなる。
誤検出がない範囲で調
整します。

色の変化を画面の変化
として検出するレベル
を決める。
数字が小さいほど微妙
な色の違いを検出する。
検出する予定の物体の
明るさが、背景の明る
さに近い場合など、
BRIGHT設定だけでは
検出しにくいとき調整
します。

フレーム内で変化が起
こった部分の面積がど
の程度だと検出するか
を決める。
大きい変化があったと
きのみ検出したいとき
などに調整します。

基準画面を更新する周
期を決める。

検出終了後、検出信号
を出し続ける時間を決
める。

＊1 BRIGHT設定時は、自動的にHUEが15、SIZE

が0になります。

＊2 HUE設定時は、 自動的にBRIGHTが15、SIZE

が0になります。

＊3 SIZEの設定は必ずBRIGHTとHUEの設定が終

わってから行ってください。

• フレームの大きさとSIZEの値の両方が小さい

とき、変化を検出できないことがあります。

＊4MODE 1あるいはMODE 2のときのみ調整でき

ます。

4 CURSORボタンを押しながら
矢印ボタン（　または　）を押
し、基準画面更新モードの種類
（1～3）を選ぶ。

5 各パラメータを調整する。

q CURSORボタンを押しながら矢印ボ
タン（　　または　　）を押し、パラ
メータの種類を選ぶ。

w CURSORボタンを押しながら矢印ボ

タン（　 または　 ）を押し、数値を選

ぶ。

各パラメータは、上から順に下表のよう
に設定してください。

＊MODE 3の場合、基本画面は更新されない

設定になっているため、REFRESHの値は

調整できません。

6 MENUボタンを押し設定を終え
る。

検出がうまく行われないときは、「各検出パラ
メータの値を設定する」を参考に設定してくだ
さい。

各検出パラメータの値を設定するには
「より細かい設定をするには」の手順5で、各パ
ラメータを自由に設定することができます。
各パラメータは検出状況を確かめながら、右表
を参考にして上から順に設定してください。

MODE 1 MODE 2 MODE 3

BRIGHT 2 2 2

HUE 15 15 15

SIZE 0 0 0

REFRESH 1 8 ―＊

DISPLAY 3 0 0
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その他

各部の名称

1 コーションランプ（10、15）
2 POWERランプ（8）
3 RECEIVEランプ
4 レンズ
5 リモコン受光部（11）
6 IR OUTスイッチ
ビデオカメラを含んだシステムをVISCA端
子で接続するときに使います。
通常はOFFにしてください。

7 TIMEボタン（8）
8 CAMERA NO. スイッチ（7、11）

 9 AUDIO OUT端子（6）
10 VIDEO OUT端子（6）
11 S VIDEO OUT端子（6）
12 DATEボタン（8）
13 BACK UPスイッチ（25）
14 MIC端子（6）
15 POWERスイッチ（8）
16 DC IN 13.5V端子（6）
17 VISCA OUT端子（6）
18 VISCA IN端子（6）

（　）内のページに説明があります。

本 体

1

2

3

4

6

5

7

8
9

10

11

12

13

14

15
16
17

18
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1 BACK LIGHTボタン（11）
2 FOCUSボタン（11）
AUTOボタン
FARボタン
NEARボタン
MANUALボタン

3 DATA SCREENボタン（15）
START/STOPボタン（14、19）
FRAME DISPLAYボタン（15）

4 MENUボタン（20）
5 CURSORボタン（21）
6 L/R DIRECTION SETボタン（10）
7 POWERスイッチ（10）
8 CAMERA SELECTボタン（11）
9 ATモードボタン
AT ON/OFFボタン（14）
OFF SETボタン（16）
ENTRYボタン（17）
CHASEボタン（14）
AEボタン（15）
AUTO ZOOMボタン（15）

10 MDモードボタン
MD ON/OFFボタン（18）
FRAMEボタン（19）
DETECTボタン（19）

11 POSITIONボタン（12）
数字ボタン（1はSTDボタンと兼用／2は
REVボタンと兼用）（10）
PRESETボタン
RESETボタン

12 PAN-TILT/CURSORボタン（10、14、
16、19）
矢印ボタン
HOMEボタン

13 PAN-TILT RESETボタン（10）
14 ZOOMボタン（11）
SLOW Tボタン
SLOW Wボタン
FAST Tボタン
FAST Wボタン

リモコン

1
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MD ADJUST MODE

MODE
BRIGHT
HUE
SIZE
REFRESH
DISPLAY

1
2

15
0
1
3

CHASE 1

AT MODE P-T DRIVE
ENTRY1

  32
SETTING

AT      AE

FRAME 1

MD MODE P-T DRIVE
SELECT FRAME

画面表示

AT設定モード（14～17） カメラ／フレーム操作表示
（P-T DRIVE←→FRAME
DRIVE）

ENTRY表示（1～4）

色温度表示

フレーム選択／移動表示
（SELECT FRAME
←→ SET FRAME）

MD設定モード（18、19）

MD検出調整モード（20）

各部の名称（つづき）

MDモード表示

フレーム

ATモード表示

状態表示
（SETTING←→WORKING
NOW）

自動逆光補正表示

CHASE表示（1～3）

FRAME選択表示

（FRAME 1 → FRAME 2 → F1 & F2）FRAME 1 → FRAME 2 → F1 & F2
↑

パラメータ設定
モード表示
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被写体の明るさについて
被写体照度範囲を越える明るさ（直射日光など）
でご使用の場合には、十分な性能が得られない
ことがあります。

特殊な使い方をしない
監視用など長時間にわたって動かない同じもの
を撮り続けたり、太陽や電灯などの非常に明る
いものを撮り続けたりすると、色フィルターを
損傷することがあります。

著作権について
あなたが撮影した映像は、個人として楽しむな
どのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用
できませんのでご注意ください。

この装置は、第二種情報処理装置（住宅地域
又はその隣接した地域において使用される
べき情報処理装置）で住宅地域での電波障害
防止を目的とした情報処理装置等電波障害
自主規制協会（VCCI）基準に適合しており
ます。
しかし、本装置をラジオ、テレビジョン受
信機に近接してご使用になると、受信障害
の原因となることがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして
ください。

本機を廃棄するときは
環境保護のため充電式ボタン電池を取りはず
し、適宜処理してください。

1プラスドライバーでカメラヘッド部裏面の

ネジをはずし、キャビネットをはずす。

使用上のご注意
2ストッパーとコネクターをはずす。

コネクター

ストッパー

3充電式ボタン電池を基板ごと取りはずし廃

棄する。

バックアップについて
時計、カメラ位置のプリセット、MD機能の各
設定などの記憶は、本体のPOWERスイッチ
をOFFにすると消えてしまいます。記憶を消
したくないときは、カメラヘッド部裏面の
BACK UPスイッチをONにしてください。

BACKUP

ONOFF

ご注意
• 本機は、内蔵の充電式ボタン電池が記憶保持用の

電源として働きます。充電式ボタン電池は本機を

使用している限り常に充電されていますが、

BACKUPスイッチがONの状態で、さらに使用時

間が短いと徐々に放電を続け、12週間近く全く使

わないと完全に放電してしまいます。記憶を消し

たくないときは、充電してください。

• 充電するには、本機をACパワーアダプターを使っ

てコンセントにつなぎ、本体のPOWERスイッチ

をONにして約48時間放置してください。

w

q
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お手入れについて
汚れがついたときは、柔らかい布やティッシュ
ペーパーなどで、きれいに拭き取りましょう。

本体のお手入れ
• 汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗

剤に柔らかい布をひたし、固くしぼってか

ら汚れを拭き取り、乾いた布で仕上げてく

ださい。

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使

わないでください。変質したり、塗装がは

げたりすることがあります。

• 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書

に従ってください。

• 殺虫剤のような揮発性の物をかけたり、ゴ

ムやビニール製品に長時間接触させると、

変質したり、塗装がはげたりすることがあ

ります。

リモコンの電池交換
リモコンで操作できる距離が短くなってきた
ら、単3形乾電池（2個）を交換してください。

リモコンのボタン
を押しても動作し
ない。

リモコンの
POSITIONボタン
（1～6）を押しても
動作しない。

リモコンの矢印ボ
タン、HOMEボタ
ンおよびPAN-TILT
RESETボタンを押
しても動作しない。

リモコンの矢印ボ
タンを押しても動
作しない。

どうしても動作し
ない。

故障かな？と思ったら
こんなときは

AVパソコンに接続
しても画像が映ら
ない。

AVパソコンに接続
したとき、画質や
音質がテレビのと
きと異なる。

このようにしてください。

• 接続が正しいか確認する。
• テレビやビデオデッキに接続
して、ビデオカメラに故障が
ないか確認する。

パソコンや内蔵ボ－ドの機種
によっては、ご希望の画質や
音質が得られないことがあり
ます。詳細はお手持ちのパソ
コンメ－カ－や販売店へご連
絡ください。

• 本体裏面のPOWERスイッチ
をONにする。

• リモコンのC A M E R A
SELECTボタン番号とカメラ
のCAMERA NO. を合わせ
る。

• リモコンの電池を交換する。
• ACパワーアダプターのプラ
グをコンセントにつなぐ。

カメラのモードを確認してか
ら
ーATモード時は、AT ON/
OFFボタンを押して解除す
る。

ーMDモード時は、MD ON/
OFFボタンを押して解除す
る。

MD ON/OFFボタンを押して
MDモードを解除する。

カメラのモードを確認してか
ら
ーATフレーム位置設定モード
時は、AT ON/OFFボタンを
押して解除する。

ーMD検出枠設定モード時は、
MD ON/OFFボタンを押し
て解除する。

本体裏面のPOWERスイッチ
をOFFにして、しばらくして
からもう1度POWERスイッ
チをONにする。
それでも動作しないときは、
BACK UPスイッチをOFFに
してからPOWERスイッチを
同様に操作してください。
（BACK UPスイッチをOFFに
すると、各設定の記憶は消え
てしまいます。）
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入出力端子
映像出力 ピンジャック（1）、1Vpp、

75W不平衡、同期負
S映像出力 4ピンミニDIN（1）
音声出力 ピンジャック（モノラル）（1）、

規定出力327mV、出力イン
ピーダンス2.2kΩ以下

コントロール入／出力端子
RS232C（各1）、8ピンミニ
DIN、9600bps、データ8
ビット、ストップ1ビット

マイク入力端子 ミニジャック（モノラル）（1）、
規定入力0.775mV、低イン
ピーダンスマイク用DC 3V、
入力インピーダンス10kΩ以上
（φ3.5）

電源端子 EIAJ type4

電源部、その他
入力電圧 DC 12～14V
消費電力 11W
動作温度 0˚～40℃
保存温度 －20˚～60℃
最大外形寸法 本体、142×109×164mm

（幅／高さ／奥行き）
リモコン、56×26×
210mm
（幅／高さ／奥行き）

質量 本体、1200g
リモコン、109g

付属品
ACパワーアダプター（AC100V、50/60Hz）（1）
AV接続ケーブル（1）
リモコン（1）
マジックテープ（3組）
取扱説明書（1）

アフターサービスにつ
いて
アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べくだ
さい。

部品の保有期間について
当社ではこの製品の補修用性能部品（製品の機
能を維持するために必要な部品）を、製造打ち
切り後最低8年間保有しています。この部品保
有期間を修理可能の期間とさせていただきま
す。保有期間が経過した後も、故障箇所によっ
ては修理可能の場合がありますので、お買い上
げ店にご相談ください。
なお、補修用性能部品の保有期間は通商産業省
の指導にもよるものです。

主な仕様
システム
映像信号 NTSCカラーEIAJ標準方式
映像素子 1/3 インチ カラーCCD

（総画素数　約41万画素）
（有効画素数　約38万画素）

レンズ 電動12倍ズームレンズ
f=5.4～64.8mm、F1.8～
F2.7
水平画角　4.4˚～48.8˚

最至近撮影距離 10mm（WIDE端）、
800mm（TELE端）

最低被写照度 7ルクス（F1.8）/50 IREにて
被写照度範囲 7～100,000ルクス
シャッタースピード

1/60～1/10,000（VISCA
コントロール時）

ゲイン切り換え 自動／マニュアル
水平解像度 460TV本
映像S／N 48dB
パン・チルト機能

水平±100˚、垂直±25˚
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